
西和賀町立沢内中学校  
教育的価値  具 体 の 項 目  教育課程  

２【かかわる】 

⑨⑬  
郷土芸能（さわうち太鼓）伝承活動を通してふるさ

とを知り、人とのつながりを築き、地域を見直してい

く機会とする。  

総合的な学習

の時間  

【題材】  
郷土芸能（さわうち太鼓）  

【対象】  
 １学年  

【実践の概要】  
 
 
 
 
 
【実践の詳細】  
 
 ○毎週水曜日６時間目に実施  

○会場は学校そばの  
トレーニングセンター  

○さわうち太鼓百年座に依頼し、座長外

百年座の皆さんが交互に指導に当た

った。  
○練習計画（２０回）  

４月 練習のための準備・打合せ  
５月２２日（初回練習）～６月５日  

・・・基本打ち（ドンコドンコ )
 ６月１２日～８月２８日  
    ・・・基本打ち、曲練習  

９月４日～１０月９日  
   ・・・フロアで振り練習  
１０月１６日～１１月６日  
   ・・・通し練習、仕上げ  

○演技披露  
１０月１３日  

百年座２５周年 有志（６名）出演

 １０月２６日  
  文化祭で総合学習のまとめとして

披露  
 １１月７日  
  地区中文祭ステージ発表  

アトラクションとして披露  

１学年の総合学習の時間を活用し、

地域の指導者から、郷土芸能を学ぶ。



 
 
【授業の展開】  

文化祭発表  
スローガン ～輝く伝統をつなごう～  

期 日  １０月２６日（土）９時  
参加者  全校生徒７１名  
     保護者・地域の方々  
内 容  さわうち太鼓  
            ～清流太鼓～  
 

【生徒の感想】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【まとめ】  
 毎週水曜日の６時間目に位置づけて行い、地元の百年座の方々のご協力があってはじ

めて実現できる学習であった。当初は文化祭までに発表できるようになるか心配もされ

たが、徐々に生徒たちも太鼓のおもしろさに目覚め、短期間で上達していった。  
 今後さらに、地域の方々の思いや郷土芸能の伝承にも意識を置いて取り組ませていき

たい。  
 
【保護者の方々の感想】  

○一年生の太鼓は、いきいきとした撥さばき、全員で最後合わせられたのに感動、素

晴らしかったです。  
○一年生の太鼓が素晴らしかったです。来年も楽しみにしています。少ない人数なが

らよくまとまっていたと思います。  

 はじめは面倒くさくていやだなと思って、いやいややっていたけれど、たくさ

ん練習していくうちに楽しくなって、太鼓をいつやるのかと考えるようになりま

した。  
 文化祭の活動がスタートし、太鼓も全員の配置が決まり、衣装を着て練習をし

ました。そして、本番、各学年、保護者の方が見守り、太鼓は失敗もなく、大成

功で終わりました。  
 今まで太鼓をやってきて、全員の団結力が高まったのではないかと思いまし

た。とても楽しかったです。教えていただいた百年座のみなさん、今までありが

とうございました。おかげで、最高の太鼓を披露できました。  

 僕たちは５月から総合の時間を利用して、太鼓の練習をしてきました。  
 練習を始めた頃は、基本打ちやバチの持ち方すらわからず、教えてもらってば

かりで、何一つできませんでした。でも、練習していくうちに徐々にたたけるよ

うになり、楽しくもなっていきました。  
 本番では緊張していたし、まちがえずにたたくことができるか不安だったけ

ど、５月からの６ヵ月間の練習の成果を全て出し切ることが出来たので、よかっ

たです。                  




